
71 創発 大阪健康福祉短期大学紀要 第９号　2010.3

（研究ノート）

* 大阪健康福祉短期大学
連絡先：柴本枝美
〒590‐0014　堺市堺区田出井町2‐8
大阪健康福祉短期大学　子ども福祉学科
E-mail:e.shibamoto@kenko-fukushi.ac.jp

はじめに
　本稿では、日本と中国における生物教育の比較を通
じて、日中両国において、性に関わる内容がどのよう
に扱われているかを検討していきたい。ここでは、日
本における「中学校学習指導要領」と、中国の「全日
制義務教育　生物課程標準」（以下、「生物課程標準」
と示す）を比較する。
　日中における理科教育を比較した先行研究をみる
と、教科書に注目してその内容を比較したもの1、理
科教育のカリキュラムについて検討し、分析したも
の2、「科学的素養」という観点から教育課程を分析し
たもの3、などがある。それらの先行研究においては、

エネルギー教育や物理分野、化学分野というように、
特定の内容領域に着目して分析しているものが多い。
しかしながら、生物領域に注目して分析したものは管
見の限り見あたらない。
　ここで、中国の教育課程とその改革について先行研
究をふまえながら、簡単に説明しておきたい。中国の
義務教育は、日本と同じく小学校6年間と中学校3年
間である。地域の状況に応じて、六・三制ではなく、五・
四制を採用している地域もある。
　中国の教育課程は、1999年、義務教育段階のカリ
キュラム改革が始まる以前、「教学大綱」が基準とな
っていた。カリキュラム改革が始まり、2000年1月か
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ら6月にかけて数百名の専門家から成る「課程標準」
開発グループが18種類創立された。2000年7月から
2001年2月に作成された「課程標準」の原案について、
それぞれのグループの間で検討、審議がなされ、2001
年7月、18種類の「課程標準」（実験稿）が印刷、発
布された。ここで検討する「生物課程標準」はそのう
ちの一つである。このカリキュラム改革の背景には、
1990年代以降主張されるようになった「素質教育」
への転換がある。「素質教育」は、従来の「応試教育」
を批判し、提唱されたものである。項によれば、「素
質教育」は「児童生徒全体の基本素質全ての向上を目
的とし、児童生徒の主体性を尊重し、各潜在能力の開
発を重んじ、個性のある健全な人間を育成する教育」
4であるという。
　日本における教育課程の基準となるのは、「学習指
導要領」である。2008年に小学校と中学校の学習指
導要領が、2009年には、高等学校の学習指導要項が
改訂された。2008年の学習指導要領改訂に向けての
中央教育審議会の答申においては、「生きる力」が次
期学習指導要領の基本方針として挙げられている。こ
こでいう「生きる力」とは、「確かな学力」と「豊か
な人間性」、そして、「たくましく生きるための健康や
体力」であるとされる5。
　OECD（経済協力開発機構）による「生徒の学習
到達度調査」（PISA : Programme for International 
Student Assessment）や、IEA（国際教育到達度評
価学会）が実施した調査6、47年ぶりに実施された全
国学力・学習状況調査の結果から、基礎的な知識や技
能の習得については一定の成果がみられるものの、思
考力、判断力、表現力などを問う読解力や記述式の
問題には課題があるということが示された。これを受
けて、2008年に改訂された学習指導要領においては、
基礎的・基本的な知識・技能の習得、知識・技能を活
用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・
表現力等、そして、学習意欲の三つが、確かな学力の
要素として挙げられている。
　このように、両国で教育課程改革が展開してきてい
る。ここでは、中国において、「素質教育」への転換
を背景に編まれた「生物課程標準」と、日本において
2008年に改訂された「中学校学習指導要領」とを比
較することを通じて、それぞれのめざす理科教育につ
いて検討する。そして、生物分野の中でも、とりわけ
生殖や遺伝の項目に注目して検討してみたい。

1　授業時数の比較
　中国において、日本の理科にあたる教育内容は、「科
学」という教科において、小学校第3学年から開始さ
れる。中学校においては、「科学」「物理」「化学」「生物」
の4教科からの選択とされ、可能な限り「科学」を選
択することが求められている。普通高等学校において
は、「必修物理」「必修加撰修物理」「必修化学」「必修
加撰修化学」「必修生物」「必修加撰修生物」が用意さ
れており、履修学年についての明示はない。中国の義
務教育における授業時数は、表1の通りである。

　このように、各教科の学年当たり、週当たりの授業
時数は示されていないため、各学年における授業時数
は明確ではない。「科学」は、義務教育9年間の総授
業時数9522時間の7-9％にあたる667-857時間の授業
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時数であることが示されているのみである。
　次に、日本における理科の授業時数についてみてみ
る。次頁の表2に示した通りである。
　日本においては、各学年での授業時数が明確に示さ
れている。中学校3年間の総授業時数3045時間のうち、
12.64％にあたる385時間が理科にあてられていること
がわかる。小学校と合わせて理科の授業時数の割合を
算出すると、日本における義務教育9年間の総授業時
数8690時間のうち、9.09％にあたる790時間が理科に
あてられている。こうしてみると、義務教育段階にお
ける理科の授業時数が総授業時数に占める割合は、中
国と日本とでそう大きく差がないといえる。
　それでは次に「生物課程標準」と「中学校学習指導
要領」それぞれに示された目標と内容について見てい
くことにしよう。

2　「生物課程標準」に示された生物教育の目標と内容
（1）目標
　「生物課程標準」では、まず、義務教育段階での生
物の学習における目標として、「課程総目標」が示さ
れている。そこで目指されているのは、「生物学の基
本的な事実、概念、原理と法則などの方面における基
礎知識を獲得し、これらの知識が、生産、生活と社会
の発展に作用することを理解し、関心をもつ。」「生物

学における実験操作の基本的な技能、一定の科学的な
探求と実践能力を備え、科学的に考える習慣を身につ
ける。」「人と自然の調和がとれている発展の意義を理
解して、環境保護の意識を高める。」「生物学の基本的
な観点と科学的な態度を形成して、弁証法的唯物論の
世界観を確立するために、必要な基礎を定める。」こ
とである7。
　続いて、「知識」「能力」「感情態度と価値観」とい
う三つの領域における具体的な目標が示されている8。
　まず、「知識」についてみてみる。「生物体の構造、
生命活動、生物と環境、生物進化、生物技術などに関
する生物学における基本的な事実、概念、原理と法則
の基礎知識を獲得する。」「人体の構造、機能と衛生保
健の知識に関すること、生理と心理の健康な発展を促
すことを獲得する。」「生活の中にある生物科学技術、
生産と社会発展における応用とそれが現れるかもしれ
ない影響を知る。」これらが目標として提示されてい
る。つまり、ここに示されているのは、単に生物学の
基礎的な概念、原理や法則についての知識を得ること
だけではなく、その知識に基づいて自らの健康や生活、
社会を発展させうる可能性を持っていることを知るこ
とである。
　次に、「能力」について述べられている目標をみて
みよう。「顕微鏡などの生物学実験の中で常用する器
具を正しく使って、一定の実験操作能力を備える。」「授
業の内外での図や資料、その他の情報を収集し、利用
する力を備える。」「生物学における科学的に探求する
一般的な方法を習得し、発展問題を出し、仮説を作り
だし、実施計画を立て、結論と、表現し交流する科学
的探求能力を得る。科学的探求における協力の能力、
実践能力と創造能力の発展がある。」「学習した生物学
の知識を運用し、生活、生産あるいは社会の実際的な
問題を分析し、解決することを習得する。」このように、
知識理解の「能力」、実際の生活や社会に応用する「能
力」など、さまざまな「能力」が目標として示されて
いることがわかる。
　最後に、「感情態度と価値観」では、「我が国の生物
の資源の状況と生物の科学技術の発展の状況を理解し
て、祖国、郷里を愛する感情を育成し、祖国を振興し、
祖国を改変する使命感と責任感を強める。」「大自然を
心から愛して、生命を大事にし、人と自然の調和がと
れている発展の意義を理解して、環境保護の意識を高
める。」「生命の神秘を探求することが好きで、事実に
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基づいて真実を求める科学的な態度、一定の探索精神
と革新意識を持つ。」「生物学と関係がある社会問題に
関心を持って、社会方策に自発的に参与する意識を形
成する。」「しだいに良好な生活と衛生の習慣を身につ
けて、健康的な生活態度を積極的に確立する。」こと
が示されている。中国においては、日本でいう「関心・
意欲・態度」にあたる分野の目標が挙げられているこ
とは興味深い。ここでは、「愛国心」が強調されており、
環境保護への意識や自らの健康的な生活への態度が求
められていることが見て取れるだろう。

（2）内容
　次に、内容について見ていくことにしよう。「生物
課程標準」に示されている内容については、表3の通
りである。
　内容が10の領域に分類されており、それぞれにつ
いて詳細な項目が示されている。そして、詳細な項目

それぞれについて、「具体的内容標準」と「活動の提案」
から構成されることが示されている。「具体的内容標
準」では、義務教育段階における生物教育において、
達成する基本となる学習の目標を提示し、「活動の提
案」においては、目標を達成するために、学習に役立
つ活動として、観察、調査、資料の収集と分析、討論、
実験、実践などの活動を具体的に示すことが述べられ
ている9。

　たとえば、「7　生物の生殖、発育と遺伝」をみてみ
よう。そこではまず、この領域の設定理由と、指導す
る上での留意事項が示されている。設定理由としては、
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解させ、これらの事物・現象に対する科学的な見
方や考え方を養う。

（3）  地学的な事物・現象についての観察，実験を行い，
観察・実験技能を習得させ，観察，実験の結果を
分析して解釈し表現する能力を育てるとともに、
大地の成り立ちと変化，気象とその変化，地球と
宇宙などについて理解させ，これらの事象に対す
る科学的な見方や考え方を養う。

（4）  生物とそれを取り巻く自然の事物・現象を調べ
る活動を行い，これらの活動を通して生命を尊重
し、自然環境の保全に寄与する態度を育て、自然
を総合的に見ることができるようにする。

　ここには、身に付けたい能力や、態度が示されてい
る。「生物課程標準」で示されていたような具体的な
知識については述べられてはいないものの、「科学的
な見方や考え方を養う」「生命を尊重し、自然環境の
保全に寄与する態度を育て」るなど、共通点があるこ
とがわかる。

（2）内容
　第2分野の内容は、次頁に示した表5の通りである。
ここでは、生物分野の内容のみを示している。
　内容の取扱いについては、（1）から（7）の順序で
取り扱うことがまず明記され、それぞれの内容におけ
る留意点が示されている。遺伝に関わる領域を扱った
内容（5）の取り扱いについてみてみると、「アの（ア）
については、染色体が複製されることにも触れること」
「アの（イ）については、有性生殖の仕組みを減数分
裂と関連付けて扱うこと。『無性生殖』については、
単細胞生物の分裂や栄養生殖にも触れること。」「イの
（ア）については、分離の法則を扱うこと。また、遺
伝子に変化が起きて形質が変化することがあることや
遺伝子の本体がDNAであることにも触れること。」13

とされている。
　ここで、1998年版学習指導要領の内容（5）の取り
扱いについてみてみると、「イの（ア）については，
有性生殖の仕組みを減数分裂と関連付けて簡単に扱う
こと。その際，遺伝の規則性は扱わないこと。「無性
生殖」については，単細胞の分裂や挿し木，挿し芽を
扱うにとどめること。」14とされている。「生物課程標
準」の「3　植物の生殖」で、「挿し木、あるいは接ぎ
木」について言及されていることと共通している。こ

生物の生殖、発育、遺伝は種族を維持するにあたって
基本的な特性であることをあげ、とりわけ人の生殖、
発育、遺伝についての基本的な知識を身に付けること
は、健康的な生活を送ることだけではなく、将来の出
産や育児に対しても役立つことが指摘されている。そ
して、留意事項としては、動物の生殖と発育の過程を
観察し、植物に挿し木をする活動をとりいれる、ある
いは、近親結婚が禁止されている問題などの討論を通
じて、生徒に興味を持たせるように工夫すること、そ
して、これらの内容に関連する倫理観と価値観の問題
について、教師は適切な指導を与えるべきであること
が述べられている10。
　この領域は、さらに四つの項目に分けられている。
それぞれについて、表4のように、「具体的内容標準」
と「活動の提案」が示されている。
　それぞれの「具体的内容標準」には、学習する内容
の詳細が示されている。そして、「活動の提案」をみ
ると、様々な活動が具体的に示されていることがわか
る。「理解する」「観察する」「収集して交流する」と
いうように、観察や見学を通して実際に生徒が経験し、
内容に関する情報を収集し、交流することがモデルと
して示されていることがわかる。

3　学習指導要領に示された理科教育の目標と内容
（1）目標
　「中学校学習指導要領」の理科において、目標とし
て示されているのは、「自然の事物・現象に進んでか
かわり、目的意識をもって観察、実験などを行い、科
学的に探求する能力の基礎と態度を育てるとともに自
然の事物・現象についての理解を深め、科学的な見方
や考え方を養う」ことである11。さらに、第1分野と
第2分野それぞれについて、詳細な目標が示されてい
る。第1分野は主に物理、化学、第2分野は生物、地
学の領域を扱う。以下、第2分野の目標を示す12。

（1）  生物とそれを取り巻く自然の事物・現象に進ん
でかかわり、その中に問題を見いだし意欲的に探
求する活動を通して、多様性や規則性を発見した
り課題を解決したりする方法を習得させる。

（2）  生物や生物現象についての観察、実験を行い、
観察・実験技能を習得させ、観察、実験の結果を
分析して解釈し表現する能力を育てるとともに、
生物の生活と種類、生命の連続性などについて理
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れは、中国が「課程標準」を作成するにあたって、各
国のスタンダードを研究していた。その際、日本の学

習指導要領（1998年版）も参照されていたのではな
いかと推測される。
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おわりに
　以上、中国と日本の生物教育について、その目標と
内容を中心にみてきた。「生物課程標準」では、まず、
義務教育段階における生物教育の目標が提示され、さ
らに「知識」「能力」「感情態度と価値観」の三つの
領域で詳細に説明されていた。「知識」では、生物学
の概念や法則といった基礎知識を理解するだけではな
く、生物学によって、生活や社会にどのような影響を
及ぼしてきたか、さらには、生物技術のもつ可能性に
ついても知ることが示されていた。また、「能力」に
おいては、「科学的探求能力を表現し、交流する」力
や、身に付けた生物学の知識を運用する力など、日本
の学習指導要領においても重視されていた力が強調さ
れていることがわかった。また、「感情態度と価値観」
においても、環境保護への意識や自らの健康的な生活
への態度がめざされており、この点については日本の
学習指導要領と類似している。ただ、いわゆる「愛国
心」が明確に強調されているのは、中国に特徴的であ
ると考えることができるだろう。
　一方、内容をみてみると、10領域から構成され、
領域はさらに詳細な項目で示されていることがわかっ
た。そして、それぞれの項目においては、「具体的内
容標準」と「活動の提案」が提示されていた。生殖と
遺伝に関わる項目をみてみると、生殖や遺伝に関わる
知識を身に付けるだけではなく、健康的な生活をすご
し、出産や育児といった将来遭遇するであろう出来事
に対する構えを身に付けることが示されていた。また、
ここで示された内容に関連する倫理観や価値観につい
て配慮するべきであることが明記されている。日本の
学習指導要領には、生命倫理や価値観といった課題に
ついて、どのように取り扱うかということは示されて
いない。生殖と遺伝について扱う内容は、日本と中国
でそう大きな差はないと考えることができるだろう。
　ここで示された目標、内容は、PISA の評価の枠組
みに示された力と共通点があるように思われる15。実
際の授業がどのように展開され、どのように評価され
るのかという点については、今後の課題としたい。

　本稿は、科学研究費補助金若手研究（B）「中国
における性教育の現状と課題」（研究課題番号：
19730486）の助成を受けたものである。
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Abstract
　The purpose of this paper is to study how issues of procreation and transmission are dealt with in science 
education in Japan as compared to that in China. 
　In China, the goal of biology as a fi eld of study is the same that in Japan from the perspective of scientifi c 
knowledge. Therefore, the goal of individual human behavior and sense of worth as regards the study of 
biology should also be the same.
　Biology as a science is divided into ten domains in China. Each of these ten domains have at their core 
a handful of basic terms. The contents of biology as a science taught in Chinese schools imply specifi c 
standards of behavior, and each term suggests specifi c actions. Both in Japan and in China, the students learn 
nearly the same scientifi c facts in biology class. But in China, unlike in Japan, the teachers also train their 
students in ethics and value judgment.
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